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「モノの電子署名」の複数物体への拡張
Extension of“ Signature for Objects” to Multiple Objects
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あらまし
近年の偽造品や海賊版製品の取引の増加に伴い，取引
の正当性を検証可能にする技術の必要性が高まっており，
その 1つとして電子署名がある．しかしながら，従来の
電子署名方式では，電子データではない物体そのものに
対しての署名作成はできない．そこで，[1]により，物体
の加工や電子データへの変換といった物理的な操作を取
り扱うことが可能な枠組みを定式化することで，任意の
物体を対象とした「モノの電子署名」が提唱された．
しかし，[1]は一物体のみに対して加工，変換を施す
ことを想定しているため，本稿ではこの枠組みを複数物
体においても動作するよう拡張し，より実システムに近
い形での署名方式を与える．特に，サプライチェーンの
各ステップにおいて物体の生成，加工，組み合わせのい
ずれかが可能であるという状況のもとで，各物体に対し
てそれがどのような変遷をたどってきたかを保証する署
名を付与できるモデルを導入する．さらに，その安全性
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定義，および Append-Only署名と集約署名を用いた一
般的構成を提案し，簡単な概念実証も行う．
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